
決

議

「公
共
工
事
低
入
札
繁
色
得
慾
杢
象
陛

は
公
共
工
事
市
場
の
現
状
に
鑑
去

良
質
な
建
設
産
業
の
存
続
、
専
門
工
事
業
者
等
の

病舞
弱

一煙
試
藤
柔
労
働
者
の
育
成

・
保
護
壱
図
り
、
も
っ
て
公
共
工
事
の
品
質
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
左
記
の
通
り

決
議
す
る
。

平
成
十
八
年
　
十
月
三
十
日

記

一　
緊
急
に
措
置
す
べ
き
事
項

１
．
「公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
県
市
町
村
等
へ
の
徹
底
を
図
る
と
共
に
、
法
の
精
神
に
の
っ
と
り
、

よ
り
適
切
な
運
用
を
行
う
こ
と
。

２
．
低
入
札
対
策
と
し
て
い
少
な
く
と
も
明
白
な
原
価
割
れ
が
予
測
さ
れ
る
受
注
希
望
者
を
排
除
す
る
等
の
適
切
な
措
置
を
講

じ

る

こ
と
。

３
．
公
正
取
引
碁
富
公
ムは
不
当
廉
士栞

不
公
正
取
引
等
に
対
し
て
監
視
を
強
化
す
る
等
、
よ
り
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。

一
一　
引
き
続
ぎ
検
討

，
実
施
す
べ
き
事
項

１
．
公
共
工
事
の
受
発
注
契
約
の
方
式
が
、
納
税
者

（
一
般
国
民
）、
発
注
者

（国

・
県

・
市
町
村
等
）、
受
注
者

（建
設
業
者
）

の
三
者
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
改
善
を
進
め
る
こ
と
。

２
．
国
の
公
共
工
事
契
約
に
も
、
最
低
制
限
価
格
を
導
入
す
る
こ
と
。

３
．

一
般
競
争
よ
り
指
名
競
争
に
よ
る
契
約
の
方
が
国
に
と
っ
て
有
利
と
な
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
条
件
を
特
定
し
て
お

く

こ
と
。

以
上
い
決
議
す
る
。
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現
状
認
識

我
が
国
の
建
設
投
資
は
、　
一
九
九
二
年
度
に
政
府
投
資
と
民
間
投
資
を
あ
わ
せ
約
八
四
兆
円
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
後
一
一〇
③
六
年
度

ま
で
縮
小
し
投
資
額
が
ピ
ー
ク
時
の
約
六
割
程
度
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

従
来
、
建
設
産
業
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
成
長
に
伴
い
長
期
的
な
取
引
関
係
が
堵
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
急
激
な
市
場
環
境
の
変
化
に
よ

っ
て
、
市
場
規
模
に
比
べ
業
者
数

・
従
業
者
数
が
多
い

「供
給
過
剰
状
態
」
が
生
じ
て
お
り
、
過
度
の
価
格
競
争
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ン
ピ

ン
グ
受
注
が
工
事
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
発
生
し
て
い
る
。

経
済
原
則
か
ら
見
れ
ば
、
市
場
を
通
じ
た
選
別

・
洵
汰
は
さ
け
ら
れ
な
い
が
、
価
格
の
み
の
競
争
は
、
技
術
と
経
営
に
優
れ
た
優
良

企
業
が
洵
汰
さ
れ
、
技
術
者
の
育
成
や
設
備
投
資
を
行
わ
な
い
企
業
が
生
き
残
る
な
ど
、
大
き
な
問
題
が
生
じ
か
ね
な
い
。

特
に
、
重
層
下
請
構
造
を
有
す
る
建
設
産
業
の
場
Ａ
Ｒ

下坐
究
止
業
や
個
人
事
業
主
が
、
労
働
条
牲
態
化
や
安
全
対
策
の
不
徹
底
、
若

年
層
の
新
規
参
入
意
欲
の
減
退
な
ど
、
厳
し
い
環
境
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

下
請
企
業
群
や
個
人
事
業
主
は
建
設
産
業
の
現
場
を
支
え
る
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
疲
弊
は
、
従
業
員
の
爵
齢
化
と
相
ま
っ
て
、
公
共

工
事
の
品
質
へ
の
し
わ
寄
せ
や
建
設
産
業
全
体
の
技
術
力
の
低
下
を
意
起
し
、
中
長
期
的
な
品
質

・
技
術
力
の
低
下
を
も
た
ら
す
懸
念

が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
建
設
産
業
を
通
し
て
形
作
ら
れ
る
社
会
資
本
は
、
現
在
、
そ
し
て
将
来
に
わ
た
り
品
質
が
低
下
す
る
危
機
的
状
況

に
あ
り
、
国
民
の
安
全

・
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
建
設
産
業
は
我
が
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
虹
％

（二
〇
〇
四
年
）
を
し
め
る
基
幹
産
業
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
方
に
お
け
る
経
済

二
歴

用
、
惹
い
て
は
地
域
の
活
力
を
左
右
す
る
重
要
な
産
業
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
縮
小
す
る
公
共
投
資
市
場
に
お
い
て
も
適
正
か
つ
公
正
な
競
争
を
担
保
し
、
参
加
企
業
が
適
正
な
利
潤
を
確
保
し
つ
つ
、

質
の
高
い
社
会
資
本
整
備
を
通
し
て
、
国
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
を
排
除
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
こ
の
た
め
の
抜
本
的
な
対
策
を
、
政
府
及
び
各
発
注

機
関
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

緊
急
に
措
置
す
べ
き
事
項

公
共
工
事
の
各
発
注
機
関
が
適
正
な
競
争
環
境
を
整
備
し
、
著
し
い
低
入
札
に
よ
る
原
価
割
れ
を
防
ぐ
こ
と
で
経
営
と
技
術
に
優
れ

た
企
業
と
建
設
産
業
の
現
場
を
支
え
る
建
設
技
能
者
を
有
す
る
専
門
工
事
業
者
を
育
成
し
、
惹
い
て
は
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
な
産
業

で
あ
る
建
設
産
業
の
生
産
性
向
上
を
実
現
さ
せ
、
良
質
な
社
会
資
本
を
国
民
に
提
供
す
る
た
め
、
以
下
の
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

①
真
の
技
術
力
競
争
を
実
現
す
る
総
合
一評
価
方
式
の
導
入

公
共
工
事
の
各
発
注
機
関
は
、
直
ち
に
、
「公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
価
格
と
品
質
が
総
合
的
に

優
れ
た
内
容
の
契
約
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
入
札
契
約
制
度
の
転
換
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
「公
共
工
事
の
品
質
権
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
総
金
評
価
方
式
が
真
の
技
術
力
出碧
丁
笹
実
現
す
る
制
度
と
な

る
よ
う
、
必
要
な
工
夫
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
在
、
総
合
評
価
方
式
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
概
ね
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
発
注
者
と
し
て
の
能
力
が
十
全
で

な
い
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
導
入
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
「公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
市
町
村
に
対
す
る
支

援
を
積
極
的
に
行
い
、
総
合
評
価
方
式
の
導
入
促
進
を

一
層
図
る
べ
き
で
あ
る
。

②
低
入
札
の
排
除

現
在
、
公
共
工
事
の
各
発
注
機
関
は
、
著
し
い
低
価
格
で
の
応
札
に
対
し
、
最
低
制
限
価
格
制
度
又
は
低
入
札
佃
笹
調
査
制
度
を
導

入
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
蔵
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
を
排
除
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

特
に
、
低
価
格
入
札
調
査
制
度
に
お
い
て
は
、
著
し
い
低
価
格
で
応
札
し
た
者
に
対
し
て
、
契
約
の
内
容
に
通
合
し
た
履
行
が
で
き

る
か
等
を
確
認
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
会
計
法
令
等
が
求
め
る

「契
約
の
内
容
に
適
天宮

し
た
通
正
な
施
工
の
具
体
的
な
内
容

が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
事
実
上
、
当
該
応
札
価
格
で
適
正
な
施
工
が
で
き
な
い
こ
と
を
判
断
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
各
発
注
機
関
は
、
公
共
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
安
全
対
策
の
不
徹
底
や
下
請
企
業
へ
の
し
わ
よ
せ
を
排
除
し
適
正
な

施
工
が
で
き
る
よ
う
、
少
な
く
と
も
明
白
な
原
価
割
れ
が
予
測
さ
れ
る
受
注
希
望
者
を
排
除
す
る
等
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で

あ
る
。

③
公
正
取
引
委
員
会
は
、
各
発
注
機
関
等
と
連
携
し
て
情
報
収
集
に
努
め
、
不
当
廉
士采

不
公
正
取
引
等
に
対
す
る
監
視
を
強
化
す
べ

き

で
あ

る
。


